
平成１７年度 当初予算 商工労働部主要施策の概要

◎ 主要事業

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

１ 産学･産業間連携産業の創出

・ 産学・産業間連携プラットフォームの整備 ９，７５０ 産学官のオープンな交流・連携を促進する場の整備
発掘キャラバンによるニーズ・シーズ調査 530千円
産学連携コーディネート協議会の設置 1,000千円
テーマ別マッチング研究会の設置 5,250千円
支援企業のフォローアップなど 2,970千円

・ 製品化・事業化につながる研究開発の支援 ４５，０００ 産学・産業間連携による事業可能性調査や研究開発を
支援

国等の大型研究開発プロジェクト採択に向けた可能性
調査に対する助成（１件2,000千円程度） 10,000千円
新技術・新製品の研究開発のための可能性調査に対す
る助成（１件1,000千円程度） 5,000千円
新技術・新製品の研究開発に対する助成 30,000千円

(補助率1/2、限度額10,000千円)

・ 研究開発成果の実用化支援 ６１，３００ 産学・産業間連携による研究開発成果の実用化に向けた
評価・改良に対する助成

(補助率2/3、限度額20,000千円/年で最長２か年度)

・ 企業参画型研究開発事業費 ３，０００ 公募企業との共同研究開発による実用化・製品化の促進

・ 脳機能計測診断支援システム開発研究費補 ５，５００ 知的クラスター創成事業(文部科学省からの補助事業 ５
助金 億円×５年間)に対する支援

・ 地域産学官連携豊かさ創造研究開発プロジ ６０，０００ 新産業創出を目的とした産学官共同チームへの研究開発
ェクト推進事業費 委託（限度額100,000千円（事業期間３年間))（継続分)

・ 産学・産業間連携支援融資 新規融資枠 ２０億円 産学・産業間連携事業対象企業が行う設備投資に対する
支援

融資限度額 50,000千円（特認200,000千円）
融資期間 15年

・ 産学・産業間連携企業等設備貸与制度の 新規貸与枠 ５億円 モノづくり再生・経営革新企業設備貸与の対象に産学・
創設 産業間連携事業を追加（貸与料 2.75％）

限 度 額 60,000千円
貸与期間 ７年

・ 中小企業設備投資緊急利子補給制度に産学 ３３，６８４ 設備貸与料の軽減
・産業間連携分を追加 産学・産業間連携分 2.75% → 2.0%

モノづくり再生支援分、ＩＴ分 2.75% → 2.0%
一般分 2.75% → 2.25%

２ ニッチトップ企業等の創出

・ ニッチトップ企業等次世代型企業群の創成 ８，０００ 高い技術力や独自の技術を有し、飛躍的成長が見込まれ
支援 る企業を認定し、集中的に支援

県内外の一流専門家による目利き、アドバイス
2,000千円

専門人材の長期派遣による支援 6,000千円

・ 経営革新等支援融資の拡充 次世代型企業に対する融資限度額の拡大
200,000千円→400,000千円

（うち運転資金50,000千円→100,000千円）
次世代型企業に対する保証条件の緩和

第三者保証人不要
無担保保証枠の拡大 80,000千円→180,000千円

３ ソフト産業の強化

・ 「石川新情報書府」第３期構想の推進 ２７，９００ ブロードバンド、地上波デジタル放送に対応した映像コ
ンテンツの制作、国内外のメディアへのビジネス展開

・ コンテンツビジネスの事業化促進 ５，０００ 映像や音楽などを活用した新規ビジネスの事業化（マー
ケット調査、普及促進など）に対する支援

商工労働部



事 業 名 金 額 （千円） 説 明

・ 高度ＩＴエンジニアの養成 ２６，０００ 総合的情報人材養成機関としてＩＴ総合人材育成センタ
ーが行う研修事業に対する助成

情報化統括責任者の養成、新事業創出マネージャー
の養成、文化財を電子的に保存する研修など

・ Ｅ－ビジネス人材養成事業費 １，０００ ＩＴを活用したビジネスを創造できる人材の育成

・ 国際ソフトウェアベンチャー企業交流事業 ４，５００ 産業創出支援機構と韓国大邱市のデジタル産業振興院と
費補助金 の交流に対する助成

韓国ソフトウェアベンチャー企業の県内招聘、大邱へ
の県内ＩＴ企業ミッションの派遣及び商談会の開催

・ 先端的ＩＴ活用技術開発事業費補助金 １７，２５０ 先進的なＩＴを活用したソフトウェア開発事業に対する
助成(補助率2/3、限度額10,000千円）（継続分）

４ 新産業分野の創造支援

・ いしかわサイエンスパーク新産業創造拠点 ５２，３７８ いしかわサイエンスパークの新産業創造拠点化に向けた
化事業費 環境の整備、産学連携の推進、総合窓口機能の推進に対

する助成
いしかわフロンティアラボ入居企業への賃借料助成

（14社分） 16,000千円
入居状況（Ｈ17.1） 10社

・ いしかわＳＯＨＯプラザ・クリエーション ８，１００ 産業創出支援機構が行うＳＯＨＯビジネスの拡大に向け
オフィス運営費補助金 た経営基盤強化、情報交流の支援拠点の運営に対する助

成
設置場所：ＩＴ総合人材育成センター１階
入居企業：５社

・ ＳＯＨＯビジネス受注安定化支援事業費補 ２，２００ ｅメッセ金沢におけるＳＯＨＯブースの設置に対する助
助金 成

・ 石川県ベンチャー育成投資事業有限責任組 ２５０，０００ 有望なベンチャー企業に投資し、株式上場まで視野に入
合出資資金貸付金 れ指導する投資事業有限責任組合に産業創出支援機構が

出資額の原資貸付
出資総額１５億円、Ｈ17.1末現在 41社

・ 産業創出デジタルネットワークの運用 １９，６２４ インターネットを活用した中小・ベンチャー企業への情
報提供・相談指導に対する助成(通称：デジネット)

アクセス件数（Ｈ16.4～12） 1,109,859件

・ 経営革新・ベンチャー企業に対するコンサ １８，１５５ 経営革新に取り組む企業やベンチャー企業に対する窓口
ルティング支援 相談や専門家の派遣指導に対する助成

交付先：産業創出支援機構

・ 経営支援センター事業費補助金 ２９，２４６ 産業創出支援機構に民間の専門家（３名）を配置し、経
営相談など中小企業の経営革新や創業を支援

・ 地域中小企業支援センター事業費補助金 ２２，１４０ 商工会議所等に支援拠点（輪島、七尾、小松）を設置
し、経営相談など中小企業の経営革新や創業を支援

・ 石川県産業創出支援機構貸付金 １，７１０，０００ 運用益によりベンチャー企業に対する経営指導セミナー
などを開催

５ 高度産業人材の確保・育成

・ 高度専門技術人材の確保 ２，５００ 県内企業のニーズに応じた高度な専門技術を有する人材
を確保するため、民間人材紹介企業等と連携し、マッチ
ングシステムを構築

・ 地域経営塾（仮称）の開催 ２，５００ 次代の県内企業を担う経営マネージメント人材の育成の
ため、県内企業の成功事例・失敗事例を教材としたゼミ
ナールを実施

・ いしかわモノづくり大学講座開催費補助金 ７，４５０ 技術研修の実施などに対する助成
産業大学 生産技術、試験計測技術、加工実

習、産学連携・知的財産セミナー
など

いしかわ繊維大学 基礎研修（加工基礎、高度加工技
術、企画・デザイン）及び商品企
画開発担当者育成研修など

商工労働部



商工労働部

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

・ モノづくり人材育成支援事業費補助金 ２，１２５ モノづくり体験教室の開催などに対する助成
交付先：鉄工機電協会

・ 高度ＩＴエンジニアの養成 ２６，０００ （再掲）

・ Ｅ－ビジネス人材養成事業費 １，０００ （再掲）

・ 石川デザインカレッジ開催費補助金 ３，０００ 商品プロデュースからコンサルタント業務までのデザイ
ンマネージメントができる人材育成のための研修事業に
対する助成

３コース開催（１コース定員30人）

６ 技術力の向上

・ 工業試験場研究員の長期派遣による技術支 県内企業の技術開発を促進するため、長期派遣制度を
援 創設（現行３か月→最長３年）

・ 研究開発事業外部評価委員会開催費 ８５０ 外部の有識者で構成する委員会による研究事業の評価

・ 多層プリント基板試作機器整備費 ５０，０００ マイクロパターニングシステムの整備

・ 基幹技術分野研究開発事業費 ９，３００ 工業試験場での研究開発テーマ
・ 酸味に特徴のある酵母の育種開発 1,400千円
・ 工芸素材の質感表現手法の研究開発 1,500千円
・ 鋳造品の高強度化に関する研究開発 2,000千円
・ヘルスケア繊維素材の研究開発 1,300千円
・半導体レーザによる微細溶接システムの開発

1,600千円
・高速生産機械の振動・騒音低減化に関する研究開発

1,500千円

・ 新産業技術分野研究開発事業費 １４，６００ 工業試験場での研究開発テーマ
・ 書き込み可能な大規模集積回路を用いた高速信号

処理システムの研究開発 2,000千円
・ 難削性材料の成形加工技術の研究開発 2,400千円
・ 絞り金型の高度表面処理技術の研究開発

2,000千円
・ 環境適応型染色システムの研究開発 2,500千円
・ホームページ上の電子メモを用いた情報共有システ

ムの開発 2,100千円
・ホームページ上の情報検索推薦システムの開発

2,400千円
・ナノ粒子触媒の応用技術に関する研究開発

1,200千円

・ 技術融合分野研究開発事業費 ５，６００ 工業試験場での研究開発テーマ
・ ユニバーサル対応の音声音響システムの研究開発

2,100千円
・ 伝統的発酵食品を用いた機能性食品素材の研究開

発 1,900千円
・食中毒の原因となる菌の迅速検査方法の研究

1,600千円
・ 企業参画型研究開発事業費 ３，０００ （再掲）

・ 県内企業等が行う研究開発に対する支援 ２４，５００ 新技術・新製品の研究開発の前段階における実現可能性
調査に対する助成（１件1,000千円程度） 4,000千円
新製品・新技術開発に対する助成(補助率2/3)

20,500千円

・ 石川県知的財産戦略策定事業費 ３，０００ 知的財産の創造、保護及び活用に関する総合的な施策の
とりまとめ

・ 知的財産の保護・活用支援 ３，４００ 中小企業の知的財産戦略策定のための専門家派遣など

７ 既存産業の体質強化

・ 運転資金の充実 新規融資枠 次世代型企業に対する融資限度額の拡大（再掲）
８２１億円 200,000千円→400,000千円

（うち運転資金50,000千円→100,000千円）



商工労働部

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

・ 設備資金の充実 新規融資枠 融資期間の延長
２８５億円 設備資金 10年→15年（償還期間10年超は変動金利）

創業者支援融資における中高年齢者創業支援分の取扱期
間の延長
地域商工業活性化融資の拡充（再掲）

産学・産業間連携支援融資の創設
経営革新等支援融資の拡充（再掲）

次世代型企業に対する融資限度額の拡大
次世代型企業に対する保証条件の緩和

・ 機械金属工業新構造改善事業資金貸付金 新規貸与枠 １８億円 機械金属工業に属する中小企業、組合への設備の貸与
（延払設備貸与） （貸与料 2.75％）

限 度 額 60,000千円（特認80,000千円）
貸与期間 ７年

・ 小規模企業者等設備導入資金貸付金 新規貸付枠 １２億円 小規模企業者等の設備導入に対する無利子貸付
（特別会計） 限 度 額 40,000千円

貸付期間 ７年

・ 小規模企業者等設備貸与資金貸付金 新規貸与枠 １８億円 小規模企業者等への設備の貸与（貸与料2.75％）
（特別会計） 限 度 額 60,000千円

貸与期間 ７年

・ 中小企業設備投資緊急利子補給制度 ３３，６８４ （再掲）

・ 中小企業再生・事業転換支援プログラムの ２３，７７０ 中小企業の再生・事業転換に対する支援
推進 再生・事業転換特別相談の実施 10,000千円

コンサルタント等による特別相談、経営改善計画策
定支援

事業転換のための計画策定支援 6,600千円
環境、福祉、農業への事業転換ゼミナールの開催

転換可能性調査、社内セミナー開催助成、専門家の
派遣

再生・事業転換支援検討会の開催 2,370千円
経営改善計画、事業転換計画の検討と支援方策の
策定

再生・事業転換フォーローアップ診断の実施
4,800千円

経営改善計画、事業転換計画実行に当たっての専門
家によるフォローアップ

事業転換支援融資 新規融資枠 50億円
融資限度額 50,000千円（特認 200,000千円）

中小企業再生・事業転換支援保証制度
新規保証枠 128億円

保証限度額160,000千円、保証期間10年
再生相談件数（Ｈ13.10～17.1） 384件

うち再生済み 240件（62.5%）
事業転換相談件数（Ｈ15.4～17.1） 37件

うち転換済み 14件

・ 地区別金融円滑化懇談会の開催 ２，７３８ 中小企業者の金融事情の聴取と金融施策への反映
（県内６地区）

・ トライアルラボ・モノづくり支援事業費補 ２，９７５ モノづくり支援センター（工業試験場）を利用した共同
助金 研究を行う企業のトライアルラボ利用料に対する助成

・ 繊維ニューフロンティア進出支援事業費補 ８，０００ 産業資材等非衣料分野における産学官連携による新商品
助金 開発事業に対する助成

・ 小規模事業経営支援等事業費補助金 １，４２５，７８９ 商工会・商工会議所等が行う経営改善指導事業、広域指
導体制推進事業に対する助成

・ 中小企業団体中央会補助金 １６８，６８８ 中小企業の組織化、組合指導事業に対する助成

（観光交流局へ移管）８ 伝統産業・物産の振興

・ 伝統産業工芸館企画展示事業費 ８，２５９ 県内伝統工芸品の内外への戦略的な情報発信拠点とし
て、企画展や伝統工芸の実演会等を開催

・ いしかわ伝統工芸フェア開催費補助金 ２０，０００ 開催時期：１８年２月頃
開催場所：東京プリズムホール



商工労働部

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

・ 伝統工芸新分野開拓等推進補助金 １１，０００ 新分野に進出する個別企業・グループの新商品開発事業
等に対する助成

・ クラフトギャラリー出展事業費補助金 ３，４００ 大都市圏でのギャラリー出展に対する助成

・ 伝統的工芸品魅力アップキャンペーン １０，０００ 全国規模の女性雑誌とのタイアップによる本県伝統的工
事業費 芸品の情報発信

・ 伝統工芸産業海外展開支援事業費 １２，５００ 海外見本市（パリ：メゾン・エ・オブジェ）出展経費及
び コーディネーター確保に要する経費への助成

10,000千円
海外展開支援のためのセミナー開催等 2,500千円

・ 首都圏物産ショップ運営費補助金 １１，５００ 首都圏での物産ショップ設置に対する助成
交付先：（社）石川県物産協会
設置場所：千代田区有楽町

（現 能登ふるさと館を継承）
開設時期：17年11月（予定）

・ 石川の観光と物産展費 ３，７５０ 本県物産品の販路開拓と観光の宣伝紹介
開催場所：仙台、東京、神戸のデパート５会場
委 託 先：（社）石川県物産協会

９ 中小商業の活性化

・ 魅力ある商店街づくりへの支援 １７７，３９０ 活性化モデル商店街への支援 63,330千円
継続：３地区 北国夢街道協議会(小松)、飯田町商店

街協同組合（珠洲）、近江町市場商店
街振興組合（金沢）

商店街の賑わい創出のための取り組みに対する支援
18,000千円

商店街活性化のためのマーケティング調査
商店街の不足業種誘致や業態転換に係る個店改修
空店舗を活用した商業者インキュベータの設置など

商店街のハード整備に対する支援 96,060千円
継続：近江町市場商店街振興組合（アーケード設置）

・ 商業活性化推進事業資金貸付金 １，５００，０００ 商店街のイベント及びコミュニティビジネス、ｅコマー
スをテーマとした新たなビジネスプランの事業化に要す
る初期投資を支援（基金総額15億円）

・ タウンマネージメント支援基金事業資金貸 ６００，０００ タウンマネージメント機関が行う広域イベントやテナン
付金 トミックスなどのソフト事業を支援（基金総額12億円）

・ リテールサポートセンター（小売商業支援 ２８，８５０ 中小商業者への情報提供、経営指導（専門家派遣）等に
センター、産業創出支援機構内）事業費補 対する助成
助金

10 国際展開の推進

・ 国際ビジネスサポートデスクの運営 １４，９００ 海外事務所、ジェトロ金沢、産業創出支援機構と連携し
て、県内企業及び外国企業に国際ビジネスに関する情
報、相談のワンストップサービスを提供(産業政策課内)

1,700千円
海外の販路開拓及び投資環境情報に関するセミナーの開
催 1,000千円
海外見本市への出展企業に対する助成 4,000千円

中国における販路開拓支援 8,200千円
展示商談会への出展（江蘇省、 上海市）

中国ビジネス研究会の開催など
サポートデスク相談件数（Ｈ16.4～17.1） 121件

・ 海外事務所運営費 ５７，４０４ 国際ビジネスの支援拠点の運営（上海、ニューヨーク）
職員各１名常駐



商工労働部

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

・ 国際ソフトウェアベンチャー企業交流事業 ４，５００ （再掲）
費補助金

・ 伝統工芸産業海外展開支援事業費 １２，５００ （再掲）

・ 海外展開企業支援融資 海外での生産に係る事業所の設置や販路開拓等を支援
設備資金：融資限度額 200,000千円

融資期間 15年
運転資金：融資限度額 50,000千円

融資期間 ７年

11 販路戦略の強化

・ 受注開拓事業費補助金 ３８，８９１ 中小企業者の受注開拓活動に対する助成

・ 石川ブランド等販路開拓育成支援事業費補 ５３，０６０ モニター調査、広告宣伝、アドバイザー派遣に対する
助金 助成 43,360千円

展示商談会の開催に対する支援 9,700千円
首都圏での新製品販路開拓、マーケット対応型販路開
拓、官公需対応型新製品販路開拓

・ 東京ビジネスサポートセンター事業費補助 ４，７６０ 中小企業者の首都圏における活動拠点の運営
金

・ ミラノ＆いしかわコレクション開催費補助 １３，０００ イタリアのデザイナーが県産生地を使用して制作した衣
金 装によるフロアショー及び展示商談会の開催に対する助

成
開催時期：１７年秋（予定）
開催場所：東京

・ ファッションタウン推進事業費補助金 ４，０００ ファッションイベント、シンポジウム等の開催に対する
助成

交付先：こまつファッションタウン推進協議会

・ 石川の食品需要開拓推進事業費補助金 ３，６１０ 大都市圏における消費者ニーズ調査など

12 企業誘致の推進

・ 創造的産業等立地促進補助金 ４３４，０００ 高度な技術を保有する企業等の立地を促進するための助
成

助成対象企業 ３社

・ 雇用拡大関連企業立地促進補助金 ３８５，０００ 雇用機会の拡大を図る企業の立地を促進するための助成
助成対象企業 ８社
補助限度額の引上げ

新設５億円→10億円（市町村も同額助成）
市町村分、創造的産業等立地促進条例分を
合わせ最大35億円

増設２億円→５億円
県外からの移転従業員の補助単価の引上げ

25万円→50万円
県内企業に対する対象要件の緩和

・ いしかわサイエンスパーク研究所等立地促 ９３，５００ いしかわサイエンスパーク内に研究所等の立地を促進す
進補助金 るための助成

助成対象企業 ２社

・ 原発周辺地域企業立地支援事業費 ２２２，６９４ 原発周辺地域に工場等を新増設する企業に対する電気料
金の一部助成

13 港湾振興の推進

・ 金沢港・七尾港ポートセールス強化対策事 ５，０００ 県内外でのポートセールスの実施並びに海外でのセミナ
業費補助金 ーの開催に対する助成

・ 港フェスタ開催費補助金 １，２５０ 港の賑わいを創出するイベント開催に対する助成



商工労働部

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

14 若年者対策の充実

・ 若者しごと情報館運営費 ２４，２１８ 若者しごと情報館及びジョブカフェ石川において若者の
就職に関するサービスをワンストップで提供

中学・高校生等に対する職業意識の形成支援
高校生の保護者や進路指導者等の知識向上セミナー
マンツーマンでの就職支援
就職支援セミナーの開催
ヤングハローワーク金沢での職業紹介
職場定着促進研修

若年者失業率（Ｈ16.10～12） 7.6％

・ 若年者職場実習（ｼﾞｮﾌﾞﾁｬﾚﾝｼﾞ）実施費 ８８，１９３ 若年者を対象とした事業所での1ヶ月以内の短期職場実
習(1,000名)

ジョブカフェ石川登録者数（Ｈ17.1） 2,926人
(加賀・能登サテライトを含む)

・ デュアルシステム実施事業費 ２７，３０４ 若年者に対する企業実習と一体となった訓練の実施
産業技術専門校及び専修学校等を活用（76名）

・ 若年者就職準備講座開催費 ４，５００ フリーター等に対する就職準備トレーニング講座（10日
間）の開催（200名）

・ 若年者自立支援事業費 ２，５００ 就労意欲や社会性に乏しい若年者等に対する共同作業や
就労体験機会の提供

・ 大卒者等合同就職面接会開催費 ３，５８３ 大学等卒業予定者の就職支援

・ 子育て支援優良企業表彰事業費 １，２００ 職業生活と家庭生活の両立を推進する企業の表彰

15 中高年齢者対策等の推進

・ 中高年齢者職場実習実施費 ６７，２１９ 中高年齢者を対象とした事業所での1ヶ月以内の短期職
場実習(1,000名)

中高年齢者有効求人倍率
0.25倍（Ｈ13.12）→0.58倍（Ｈ16.12）

・ 中期職場実習実施費 １１，７５３ 経験が必要な職種に対応した３ヶ月の職場実習(100名)

・ 障害者職場実習実施費 １１，９１０ 障害者の就職促進を図るための短期職場実習
（126名、原則１か月）

・ 高年齢労働能力開発事業費 １１，０８０ シルバー人材センター補助金 ５市町 2,500千円
シルバー人材センター連合会補助金 8,580千円

16 職業能力開発体制の充実

・ 産業技術専門校等の運営 １６１，７５５ 産業技術専門校（４校）及び石川障害者職業能力開発校
の運営

定員 小松産業技術専門校 125名
金沢産業技術専門校 200名
七尾産業技術専門校 120名
能登産業技術専門校 120名
石川障害者職業能力開発校 100名 計665名

・ 離職者等高度人材養成推進事業費 ２３３，９６４ コールセンター業務訓練やＩＴ分野等の短期職業能力開
発研修（３か月）の委託(950名）

・ 企業ﾆｰｽﾞ対応型在職者能力開発ｾﾐﾅｰ開催費 ８，４３１ 生産技術の高度化、ＩＴ化など企業ニーズに対応した在
職者訓練（３日程度）の実施(1,130名→1,300名)

・ 創業支援実践研修費 １０，８２６ 創業希望者に対する3か月の座学及び1か月の実習(50名)

・ 障害者職業能力開発推進費 １８，８３５ 障害者に対するＩＴ対応訓練（２か月）の実施（50名）



商工労働部

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

17 新ほっと石川観光プランの推進
（観光交流局へ移管）

・ 石川県観光創造会議(仮称)設置費 ２，７００ 各界の有識者で構成する新しい観光のあり方を提言する
会議の開催 1,700千円
観光総合プロデューサーの設置 1,000千円

・ イベント開催等可能性調査費 ９，０００ 個性ある地域イベント等の事業化に向けた調査

・ 「観光いしかわ100選」創生事業費 ５，０００ 全国からの公募により個性ある本県の観光素材を選定、
ＰＲ

・ ほっと石川観光ウェブリサーチ事業費 ５，０００ 本県の観光施策に関する意見やターゲット別のニーズを
インターネットを活用して収集

・ 外国人観光客向け案内サイン整備費 ７，０００ 総合看板や施設説明板に韓国語、中国語を併記
整備箇所 兼六園、金沢城公園

・ 観光マイスター事業費 ５００ 観光分野で地域に貢献した者を顕彰・登録し、観光関連
事業者の研修会等に講師として派遣

18 観光資源の活性化、観光拠点づくり
（観光交流局へ移管）

・ 観光地魅力創出支援事業費 ７４，８００ 市町が取り組む観光地活性化計画の策定に対する助成
（補助率１／２，限度額1,000千円） 5,000千円
観光地活性化計画に基づき市町が実施するソフト・ハー
ド事業に対する助成

ソフト事業（補助率１／３、限度額5,000千円）
28,000千円

ハード事業（補助率１／４、限度額10,000千円）
20,000千円

個別旅館が行うユニバーサルデザインの推進に対する助
成（補助率１／３、限度額5,000千円） 20,000千円

・ 「金沢城・兼六園四季物語」開催費 ２０，０００ 四季の兼六園や金沢城公園を光と音で演出するナイトイ
ベントなど

・ フードピア開催費補助金 ９，０００ 開催時期：平成18年２月10日～12日（３日間）
開催場所：金沢市ほか

（観光交流局へ移管）19 観光石川の情報発信

・ 観光キャンペーン推進費 ９６，５００ 三大都市圏誘客1,000万人構想の推進 20,000千円
トップセールスによる商談会等の実施
三大都市圏を対象とした旅行商品づくりコンテストの
実施など

加賀百万石の素材を活用した誘客促進 76,500千円
「北陸石川千年温泉」の情報発信や加賀百万石ウォー
クなどの受け地取り組み

人間国宝と語る「日本の至宝を訪ねる旅」の実施、
修学旅行の誘致など

・ 海外誘客促進事業費 ２５，７００ 海外誘客３倍増構想の推進 12,000千円
中国、韓国への観光ミッション派遣
外国人の視点に立った観光ＤＶＤ、海外進出企業のＰ
Ｒ用カレンダーの制作など

台湾､韓国､中国などからの観光誘客の促進 13,700千円
海外観光旅行博等への出展

韓国からの修学旅行に対する助成
外国語パンフレットの作成など

・ 「愛・地球博」いしかわの日出展事業費 １０，０００ メインステージでの伝統芸能の披露及び観光ＰＲブース
の設置

日 時：９月８日（石川県の日）
会 場：ＥＸＰＯドーム

・ 観光ガイドシステム管理運営事業費 ５，８７９ インターネット(ほっといしかわ旅ネット)で観光情報を
リアルタイムに発信

外国人の視点に立った外国語ホームページの改訂
アクセス件数（Ｈ16.4～17.1） 234,319件



商工労働部

事 業 名 金 額 （千円） 説 明

・ インターナショナルスクール日本文化体験 １，０００ インターナショナルスクールの生徒・家族などを対象と
交流事業費 したサマーキャンプーの実施、 外国人向け旅行商品の

造成など

・ 首都圏物産ショップ運営費補助金 １１，５００ （再掲）

・ 石川の観光と物産展費 ３，７５０ （再掲）

（観光交流局へ移管）20 心温まる観光県づくり

・ 能登の旅情報センター運営事業費 ８，６７１ 能登空港ターミナルビル内の観光情報発信拠点の運営

・ 石川ツーリズムセミナー開催費 ３，０００ 観光産業のリーダーとして活躍が期待できる者に対する
実践的講座の開催

・ 観光ボランティアガイド推進事業費 ５００ 観光ボランティア団体の活動、ガイドマニュアル作成等
に対する助成


